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舞踊学の展望

松本千代栄

 「舞 踊学 の動 向」(1978, 「舞 踊学」創刊号所収)

で は, 先 行 研 究(日 本体育学会研究発表 及び原著

論 文題 目 昭27～51, 及 び アメ リカ主 要大学 の学

位論文, Xerox Univ.  Micro mms所 収1940～1973)

を 中 心 に, CORD,  Research ouarter(v, 

Ethnomusicology,  Journal of Physical Education and

Recreationな どの機関誌を加え, 舞踊研究の現状を

文献上に概観 した。(日 本の近代以降, 近世 まで

の舞踊研究の足跡は板谷徹氏が執筆されている)

舞踊学会が設立5年 にして漸 く 「舞踊学」刊行に
いたった, いわば 『舞踊学』の樹立を目指す出発

の時であった。

 今回は 「舞踊学の展望」 という課題 をいただき, 

舞踊を愛 し, 注目する一人 として, 「学」 として
の充実の未来に期待 し, 菲才をお許 しいただいて, 

展望の眼を馳せたい。

 先ず 「学」の対象 としての 「舞踊」 をどうとら

えるか-。 言 うまでもな く舞踊は, 地球上の歴

史(時 間)と 地域(空 間)の 中に, 基層社会のモ

ラルを反映 しつつ, 生成 ・発展 と衰退, 更に新た

な生誕を繰 り返 し, 絶えることな く継続 してきた。

 図1は 縦枠に歴史(時 間), 横枠に地域(空 間〉

をお き, その時間 ・空間に発生 した民俗的発生が, 

やがて個の意識の目覚めと共に, 個の表現 として, 

感情を内包 した芸術的形成に至る舞踊文化の特質

を示 し(縦 軸), 更 にこれらが 自地域を越えて, 

相互に他を摂取 し, 交流する, 文化問コミュニケー

ションを合せみている(横 軸)。 これらの交錯す

る時間 ・空間に成長と衰退の弁証法を繰 りかえす, 

限 りない舞踊の出現と様式的形成を大別 し例示 し

ている。図の底流(地)に は, 好み, 思考, 探索, 

収集, 分類, 実践 ・実験, 創出などの人智が働い

てお り, また自然環境や他の社会文化の働きかけ

も含 まれ てい。 「学」 の対象 と しての舞 踊 は, 人

間の 「生」の根元 の本 質へ の思索 と共に, これ ら

すべての現象性 の顕在 を擁す る もの とみたい。

 これ らの 「学」 の展望 にあたって, こ こでは先

ず, 大 学 にお ける研 究 に価 す る対 象 と して, 「ダ

ンス」 を大学 カリキュラムに位置づ けたウ ィスコ

ンシ ン大学Wiscnsin Univ. を 中心 にみ てみ よう。

 マ ー ガ レ ッ ト ド ウ ブ ラ ーMargaret N. 

H'Doublerは1918年, パ フ ォー ミンググル ープ を

ウ ィス コンシン大学 に創 始 し, 1921年 に は, ア メ

リカで初 めて ダンス専攻 の コース を設けてい る。

1927年 に 修 士 課 程, 1963年 に は博 士 課 程Ph.  D

Degree of Danceが 設置 され, こ こか ら全 米の大学

にダンスの研究 ・教育 の拠点 がひ らかれてい った。

(因 み に 日本 の国立大学 に舞踊学講座が おかれた

の は1963年, 舞 踊 教育学修士課程がお かれたのは

1973年 で ある。)

 1940年, M. ドウブ ラーは主著"Dance: acreative

art experience"を 出版。(訳 出, 松 本 「舞踊学原論」

74)論 的研 究の提 出 と して際立つ著作で あ り, 今

日もダンスの哲理 としして評価 され てい る。 生物

学, 化 学 を主 専攻 に, 哲 学 を副専攻 と したM. ド

ウブ ラーは, 大 学の要請 をうけて舞踊研 究 を志 し, 

コロ ンビア大 学修士課程 に進学後, ウ イスコ ンシ

ン大学 に もどって, 上 述の専 攻課程, 学 科 を発足, 

充 実 させた。 その成果 を踏 まえての著作 とみ る と

き, 本 著 は, 大 学 における研 究 に価 す る対象 とし

て, 舞 踊 を 「学」 た らしめる最 初の立証で あった

とみ られ よう。

 M. ドウ ブラーの言 う"運 動 の中に投影 し, 運 動

を通 して投影 した情動 的, 知 的な感情形 式 と して

の舞踊"は, 生 命 の根源 に芸術 の シンボル そ

の形 式 の 内包 をみ よう とした思想, 例 えば ラ ン

ガ ーS. K.  Langerの"Feelling and Form"1953や
"D
ynamic image"1957に さ きが ける ものであ り, 

「学」 としての舞踊 の哲学的思考 を動機 づけた も

の と もみ られ よう。

 勿 論, M. ドウ ブラーの 「学」 と しての接近 は, 

同 時代, あ る いは, 前 後 に提 出 された舞 踊 に関す

る論考 をその背景 としてみ なければな らない。 即

ち, 人 類学 の知 見 で は フ レイザ ーJames George

Frazerの 原 始 の舞踊 の フ ィール ドワー クの成 果
"Th
e Golden Bough"1922が あ り, ボ アー ズFranz

Boasの"Primitive Art"1927で は 原始 文化 か ら芸

術 の形式要素が読み とられて いる。
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 また 文化 史的 には, ル ース ベ ネデ ィク トRuth

Benedictの"Pattems of culture"1934が あ り, 歴 史

的 には, 世 界史的概観 を行 ったクル ト ザ ツクス

Curt Sacksの"World History of Dance"1937が あ る。

 また, 原 論 と して は, M. ドウ ブラー も学 んだJ. 

デ ュ ー イJohn Deweyの"Art as Experience"1934

が 出版 されてい る。

更 に視点 を転 じる と, J. マ ー チ ンJohn Martinは

American Dancing"1936, "Introduction to the

Dance"1939で 舞 踊 の情報 ・評論 に よって芸 術家

の演 に注 目 し, Artistと しての達成(芸 術学)は, 

イサ ドラ ダ ンカ ンIsadora Duncanの"My life"

1927を は じめ, ハ ン ヤ ホ ル ムHanya Holmの

Mary Wigman"1935, ニ ジ ン ス キ ーRomola

Nijinskyの"Nijinsky"1935な ど, 著 作 上 に芸術観

と業績 が明 らか にされ てい る。

 また, 舞 踊 の形式論 としては, ル イス ホ ース

トLouise Hostの"Pre-classic Dance Forms"1937

に よ っ て表 現 の様 式論 が 出 され, 著 名 な ラバ ン

Rudolf von LabanはDanceのScientistと し て, 動

きの構造 を体系 化 してい る。 舞踊の運動学の提 出

ともいい うる ものであ ろう。

 M.  ド ウ ブ ラ ー 自 身 も, "Rhythmic Form and

Anaysis"1932と して分析 的研究 を試 みている。

 こ こに事例 として掲 げた舞踊の文献上の諸業績

は, 大 学 のカ リキュ ラム にも反映 し, ウ ィス コン

シン大学 の舞踊研 究課程 についてその内容 をみる

と, 『舞踊 動 きを通 しての芸術研究 は, 哲 学 ・

科学 ・諸芸術 の分 野 をふ くむ』 とし, そ の研 究は

『身体 の技術 的分析, 美 学的な形式 の原理, 伝 達

の媒体 としての動 き, 舞 踊教 育学, 舞 踊工学(照

明, 音 楽, 動 きに された動作, 振 付演技, 伴 奏, 

舞 台 制作 な どの原理), 舞 踊 哲 学, 舞 踊 史, 舞 踊

評論舞踊 セラ ピィな どをふ くんでいる。 ……』(同

大学案 内1963)と 掲 げ られ, 研 究 の視点 と学 とし

ての細分化, そ の確立 の方 向 を概要上 に読み とる

ことがで きよう。

 眼 を転 じよ う。舞踊学 の展望 のためには, 論 理

的追究の他方 に, 新 しい動 きや表現 を求 めた実践

厘 理 と成果(個 性 と作 品)に も眼 を注が なけれ ば

ならないだ ろう。

 ダ ル ク ロ ー ズEmile Jacques DalcrozeのThe

Earhythmicsや ボ ーデRudolf Bodeな ど人間の動 き

自体 の形成 を 目ざ した運動教 育 は, "は ず み"や
"振 動"な ど動 きの流 れを重視 し, そ の リズムと

自然性の志向 によって動 きの芸術 につ なが った。

 デ ルサル トFranecois Dearteは 心 身の調和 と表

現性 に着 目。 更 に, D・ハ ンフリーDori s Humphrey

の"fal1とrecovery",  M. グ ラハ ムMargha Graham

の"Contrationとrelease"な ど, 優 れ た芸術 家 が

の こした動 きの性 格(個 性)の 発見 をあわせて, 

動 きの性格へ の注 目は, 動 きがいか に限 りな く内

部感情を横溢させるものとできるか, いわば, 身

体の知の把握の一 として注目される。

 この意味では, I.  ダンカンの自然性は勿論,  M. 

ヴィグマンの群舞の独 自性の発見は, 装飾的集合

体 としての集団ではなく, 個 を超えた思想, 感情

の表現, 即ち知の語彙としての群-人 間の間身

体性の発見として注目すへぎであろう。

 群の性格は, モダンダンスが, 思想, 感情, 感

覚の表現として成立 しうる重要な要因である。表

現運動学としての動きの学の新領域 を予見できる

ものかもしれない。

 目を転 じて, 同時代の日本の諸学の中の舞踊を

垣間みよう。伝統的文化の研究をのぞいては, そ

の所産は少な く, 藍原英了, 中村秋一 らの舞踊に

関する貴重な識見と著作は別 として, 例えば, 芸

術心理学講座全5巻(芸 術作品, 芸術の創作, 芸

術教育, 芸術 と人間, 芸術心理学)1958に おいて

も, 表現活動は, 文学, 絵画, 音楽, 芸術, 演劇, 

映画, 服装を対象として論述され, 舞踊の項は掲

げられていない。労作 「美学事典」(昭36)に も

舞踊は未だ位置を得ていない。舞踊は, その価値

観 とともに, 運動現象 としての現象性の故にとら

えに くく, 文化 としては愛されつつ も学の対象と

認められず, 「学」としてその特質と表現を確か

にされることは殆 どなかったとみ られよう。

因みに舞踊学会設立は, これ らの現状を踏

まえて 「舞踊学」をおこす願いをもち, 特

に 「シンポジウム」の企画は, 会員及び会

員外の学識を得て, 舞踊の論争を興 し, 舞

踊学の樹立への歩みを確かにしたいという

提案であった。提案者 としては, 将来ヴィ

ジョンとして, 舞踊哲学, 美学, 舞踊社会

学, 舞踊心理学等, また, 国際的な視野と

識見をいかし, 実践をもふ くめて"舞 踊学"

の専門的知見を集成 し, 「舞踊」を冠 した, 

「○○学」としての刊行に近づきたいとい

う念願からであった。

 しか し, 現象学, 記号論や情報理論の論考の進

む中で私自身は, 新教育思想に注目し, また長 く, 

木村素衛, 植田寿蔵らの美の思索に惹かれてきた

年月の中で, とりわけ中井正一の映像の時間構造
への洞察に啓発 された。「舞踊」の実在が世に注

目されるのはこれからであろうとひそかに期待 し

た。

 さて, 最後に, 松本自身が求めた舞踊研究にふ

れ, この講演の役割のしめくくりとしたい。手が

けた研究の一つは, 運動現象として消え去る舞踊

-「 虚の実在」 を平面上に明らかにする 実

験美学の試みである。遠 くに舞踊の楽式論codaの

検出を望んでいた。

この研究の第一歩は, 冒頭に示 した図式の自文
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化, 異文化の交流の中に生まれた各舞踊運動現象

とその基底の情調をみる研究的接近か らはじまっ

た。一つは 「舞楽」'69, 「白石踊」72, 「樫立踊」
'72, チ ョウCHHAU(イ ンド)'82な ど民族的表現

特性の解析。他の一つは, 人間発達 と創作表現の

特性への研究的接近である。これらは, 人間の普

遍性 と独自性に着目し, 各々の独自の様相 と共に, 

独 自の中に共有 される普遍の潜在を求める-い

わば共通感覚を実証することの試みであった。"ひ

と流れの動 きに生命あり と"み た, 自身の直

観的感覚を確かめることで もあった。舞踊教育学

の核を求めるものでもあった。

 本 日ごらんいただ く 「運動の質 と感情価」(16

ミリfilm)の 研究1985は, 上記の直観的把握

最小限の動 きにも潜在する感情価を明らかにする

ことで, 舞踊の核となるものを認知 しようという

考えで出発 し, 実施 を進めた。

 研究の設定は, 大別 して用語 と動 きの2つ の分

野の先行研究に依拠 している。
 一つは, 舞踊用語の収集分類に関する研究, 「舞

踊用語 に関する研究II・III」169～'81, 「舞踊鑑賞

価基準作成について」'71などがあり, これらを踏

まえて, 本研究の感情価 を測るチェックリス トが

作定された(3種-(1)運 動の型, (2)運動の質, (3)

情調 をみる)。例 えばチェックリス ト(2)では, 抽

出された形容語42語 を7領 域 に分類 し, 感情価(鑑

賞価)の 異 りを弁別できるようにしている。(表

省略)多 くの絵画や音楽の鑑賞価の研究には6領

域の結果が示 されているが, "身体運動"を もっ

て行われる表現 としては, 人間の 「存在」自体が

すでに 「表現的存在」であるとみるとき, その基

点を日常的な, あるがままの身体としてとらえる
べ きと考え, 7領 域を設定 した。他の表現研究 と異

なる特色であろう。

 他の一つは, 動 きと感情のかかわ りをみる実践

実験研究である。即ち 「舞踊の創作鑑賞能力の発

達に関する研究」'65では"激 しい風が吹 く"と い

う創作課題の3年 間の追跡 とその作の鑑賞によっ

て, "激 しい"と いう感情価が鑑賞者に共有 され

ることを実証 した成果があり, また 「動 きの感情

価に関する研究」72と して, 動 きの一部を変える

ことで全体の印象(感 情価)が 変わることを実験

上 に確かめるなど, 運動表現 と言語表現の間に一

定の結びつきの方向が認め られることを明らかに

してきた。

 これらをうけて, 7領 域の動 きは, 日常歩行に最

も近い歩行(し かし, 自然な美的統御がある)と

深呼吸のような両腕の上挙測開の動 きとを定め, 

これを原型(proto type)と し, 原型の特質を保ち

つつ, 時間, 力, 空間の形態を左右に3種 ずつ, 

感情のひろが りを予想 して変形 し, 7種 のMotives

を定めた。各Motivesは メ トロノーム音で速度表

示 し, 映像 上の可能性 を考慮 して, 動 きを作 定 し

た。

 実 験filmは, ナ ッ クMotion Analyzerに よ っ て

各Motivesの 動 きの特性 を解析, 検 出(図2参 照)。

同時 にFilmの 鑑 賞 を行 っ てチ ェ ック リス ト及 び

自由記述 によって感情価 を確かめ, 更 にこれ らの

Motivesか ら どの ような表現 が生 まれ うるか, 学 生

の演をもって例証 している。

 また, 7 Motivesか らどのような舞踊主題が連想

されたか, 題名の7領 域の分散(調 査結果)も 示

している。(表1参 照)

研究の総括的結果 としては, 7種 の動 きと7領

図2

表1 「舞 踊 主 題 の連 想 」-7 Motivesよ り (各Motive 4分 の連想時間)
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域の感情語群の連合は, 統計的に有意差を示 し, 

その妥当性が認証された。

僅か2小 節にあたるような小単位の動きの流れ

が, それ自体で個別の感情価を内包 し, それぞれ

異なる感情域を形成する小宇宙であることを検証

で きたことは, 先行研究にはみられない, 初の実

験検証であった。
 "7 M
otives-動 きとイメージの連合の範躊"

(松本)と 名付けている。

 実 験 研 究 結 果 は, 原 著 論 文"Qualities of

Movements and Feeling Values"(IAPESGW報 告書

85P, 185～204)と して掲載。後, 補追 を加え, 

(社)日本女子体育連盟研究概要'87に報告 している。

また, これらの追跡研究(宗 京, 桜井, 松本)も

行っている。

 本日上映の映像(16ミ リフィルム)は, IAPESGW

会議'85の 報告後, 帰国して研究の概要(研 究デー

タ)と 共に, 再収録したものである。

Film上 映; 

研究者 松本: 「運動の質 と感情価」'85(時)日本女

 子体育連盟制作, TBS映 画社協力

演: お茶の水女子大学舞踊教育学科学

 生

 ハイテクノロジーの急速な発展に向かう現在, 

運動現象としての舞踊文化の実験 ・実証的解明は

三次元の世界をもとらえて, より多 くの可能性を

もって進められるだろう。

 諸学の分化と統合の中に, 舞踊に対するより豊

かな研究的接近がひらかれ, みのりをもたらすこ

とを期待し, この 「舞踊学の展望」を終えたい。

*こ の原稿は, 講演概要をもとにして, このたび

 松本千代栄が新たに作成 したものです。

*1985年 秋季第20回舞踊学会
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